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はじめに 高機能化／高集積化のため，光集積

回路に用いられる素子の微小化が求められて

いる．しかし光の回折限界により，光の波長

より微小なナノ領域においては光を信号伝達

のためのキャリアとして用いることは非常に

難しい．表面プラズモンポラリトン (SPPs) 

は光の回折限界を超えられ，ナノ領域におい

て信号伝達のためのキャリアとして用いるこ

とが可能であるため，SPPsを利用した素子に

関する研究が進められている．光集積回路に

用いられる様々な素子の中で波長を取り扱う

共振器は重要な役割を担う素子として様々な

構造が提案されている[1,2]．しかしディスク

形状やリング形状の構造ではバス導波路との

結合効率が低いため十分な出力が得られてい

ない．そのため共振器サイズの大幅な微小化

は実現できておらず，結合効率の改善策が求

められている[3]．我々はナノサイズのプラズ

モン共振器の結合効率改善を目的としてギャ

ップ構造を用いたプラズモン共振器について

時間領域差分(FDTD)法を用いて解析を行っ

た． 

 
 

 

 

 

解析構造 図 1に解析に用いた構造を示す．金

属層，誘電体層，金属層のギャップ構造により

導波路および共振器を実現する．金属層は銀，

誘電体層は屈折率が 1.45 の誘電体とした．上

部の金属層，誘電体層，下部の誘電体層の厚さ

をそれぞれ 50 nm，50 nm，100 nmとした．上

部の金属層の幅は 300 nm，プラズモン共振器

の外径は 480 nmとした．結合効率の改善を行

うためにバス導波路と共振器間のギャップに

幅 50 nm，長さ w の金属を配置した．この金

属の長さw を変化させることによりOutputに

与える影響を FDTD法により確認した． 

解析結果 FDTD法により得られた結果を図 2

に示す．wの長さが 0 nmから 300 nmの範囲で

は wを長くすることで Oututは増加する．しか

し，wが 300 nmを超えると Outputは一定とな

る．バス導波路と共振器間のギャップに幅

50nm，長さ 300nm の金属を配置することで

Outputは金属がない場合と比較して 36倍程度

増加できることが明らかになった． 
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Fig. 2 Output intensity of the plasmonic resonator 

as function of w. 
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Fig. 1 Schematics of nano plasmonic resonators 

with a gap structure (a) x-y plane (b) x-z plane. 

第 74 回応用物理学会秋季学術講演会　講演予稿集（2013 秋　同志社大学）

Ⓒ 2013 年　応用物理学会

17a-P12-13

03-101


